
伊藤長七の革新的な教育や思想について説明する河西さん

伊
藤
長
七
草
新
的
な
教
育

四
賀
公
民
館

生
き
が
い
講
座

フ
ォ
ー
ラ
ム
向
け
紹
介

画
固
鮎
開
謂

き
が
い
講
座
「
伊
藤
長
七
が
願
っ

た
こ
と
」
を
同
館
で
開
い
た
。
中

洲
公
民
館
社
会
教
育
指
導
員
の
河

西
敏
夫
さ
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立
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や
教
育
理
念
な
ど
に
つ
い
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、
時

代
背
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説
明
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が
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紹
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加
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郷
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向
け
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た
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藤
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つ
い

て
よ
り
知
っ
て

も
ら
お
う
と
企

画
し
た
。

向
西
さ
ん

は
、
伊
藤
長
七

を
「
画
一
的
で

厳
格
な
教
育
が

主
流
の
大
正
時

代
に
、
子
ど
も

の
関
心
を
尊
重

す
る
革
新
的
な
教
育
を
提
唱
し
た

教
育
者
」
と
説
明
。
大
胆
な
行
動

が
象
徴
的
と
い
い
、
海
外
の
教
育

現
場
を
視
察
す
る
欧
米
諸
国
の
出

張
旅
行
で
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
た

際
、
大
統
領
に
会
い
に
行
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
「
周
り
の

人
間
は
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
」
と
話
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。

伊
藤
長
七
は
多
く
の
著
名
人
と

関
わ
り
が
あ
り
、
教
え
子
に
岩
波

書
店
創
業
者
の
岩
波
茂
雄
や
詩
吟

の
木
村
岳
風
な
ど
が
い
る
。
嘉
納

治
五
郎
や
夏
目
漱
石
と
も
交
流
が

あ
っ
た
と
い
い
、
「
夏
目
漱
石
の

小
説
三
四
郎
に
出
て
く
る
体
育
教

師
が
伊
藤
長
七
で
は
な
い
か
」
と

推
測
し
た
。

河
西
さ
ん
は
伊
藤
長
七
の
理
念

に
つ
い
て
「
今
の
時
代
に
も
通
ず

る
も
の
が
あ
る
」
と
し
、
「
伊
藤

長
七
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
ぜ
ひ
来
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
呼
び
掛
け
た
。


